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夕張が音楽に包まれる日
10月14日、ゆうばり文化スポーツセンターにて音楽発表会が行われました。
今年で節目の60回目を迎えた音楽発表会。幼稚園児から社会人コーラスサークルまで、市内の多く
の方が参加し合唱や演奏を披露しました。日ごろの練習の成果を披露する堂々した姿はとても素敵でし
た。

●財政再生計画の平成28年度の実施状況………………………………２
●夕張市財政再生計画の変更と平成29年度補正予算の内容…………４
●北海道日本ハムファイターズより幼稚園バスを寄贈いただきました…４
●水道事業会計の状況………………………………………………………５
●キラリ！～魅力ある高校づくりへの取り組み～…………………………６
●チャレンジ・モア・スピリッツ第二号………………………………………７
●『コミュニティ・スクール』の導入に向けた準備を進めています！……８
●国保のお話　vol.3…………………………………………………………９
●各種健康診査を実施します………………………………………………10



◎
事
務
と
事
業
の
見
直
し
、組
織
の
合
理
化
そ
の

他
の
歳
出
削
減
に
関
す
る
状
況

　

（１）
〜
（８）
の
措
置
に
よ
る
削
減
効
果
額
は
平
成

21
年
度
か
ら
の
累
積
で
2
2
9
億
74
百
万
円

（１）
人
件
費

◆
全
会
計
の
職
員
数
は
、平
成
28
年
４
月
１
日
現

在
で
1
4
4
人
で
あ
り
、年
度
末
ま
で
こ
の
範
囲

内
で
維
持
し
ま
し
た
。

◆
一
般
職
給
与
は
、国
家
公
務
員
準
拠
を
原
則
と

し
た
上
で
、給
料
月
額
は
平
成
28
年
度
人
事
院

勧
告
後
の
給
料
表
を
基
本
と
し
て
、平
均
15
％
削

減
し
た
ほ
か
、諸
手
当
に
つ
い
て
は
計
画
ど
お
り
の

削
減
を
行
い
、特
別
職
給
与
や
議
員
報
酬
、非
常

勤
特
別
職
報
酬
に
つ
い
て
も
計
画
ど
お
り
の
削
減

を
行
い
ま
し
た
。

◆
こ
う
し
た
削
減
措
置
の
ほ
か
、年
度
途
中
に
退

職
し
た
職
員
分
の
不
補
充
な
ど
に
よ
り
、総
人
件

費
は
計
画
に
比
べ
て
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

（２）
物
件
費

◆
賃
金
や
旅
費
、需
用
費
、委
託
料
、交
際
費
、備

品
購
入
費
な
ど
の
物
件
費
は
、計
画
ど
お
り
経
費

の
削
減
に
努
め
た
ほ
か
、契
約
事
務
の
適
正
な
執

行
に
よ
っ
て
、計
画
に
比
べ
て
減
額
と
な
り
ま
し

た
。

（３）
維
持
補
修
費

◆
各
種
公
共
施
設
や
公
営
住
宅
な
ど
に
要
す
る

管
理
経
費
な
ど
の
維
持
補
修
費
は
、計
画
ど
お
り

経
費
の
削
減
や
契
約
事
務
の
適
正
な
執
行
に
よ
っ

て
、計
画
と
比
べ
て
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

（４）
扶
助
費

◆
扶
助
費
は
、計
画
ど
お
り
市
単
独
事
業
は
高

齢
者
や
教
育
活
動
への
給
付
に
限
り
実
施
し
た
ほ

か
、生
活
扶
助
等
給
付
費
な
ど
に
お
い
て
計
画
で

見
込
ん
で
い
た
対
象
人
員
や
経
費
な
ど
が
見
込
み

を
下
回
っ
た
こ
と
か
ら
、計
画
に
比
べ
て
減
額
と
な

り
ま
し
た
。

（５）
補
助
費
等

◆
各
種
補
助
金
な
ど
の
補
助
費
な
ど
に
つ
い
て

は
、計
画
ど
お
り
真
に
必
要
な
も
の
に
限
定
し
経

費
の
削
減
に
努
め
ま
し
た
。

◆
市
民
活
動
な
ど
に
使
途
を
指
定
し
た
寄
付
金

を
基
金
に
積
み
立
て
、当
該
基
金
を
財
源
と
し
た

助
成
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

（６）
投
資
的
経
費

◆
投
資
的
経
費
は
、計
画
期
間
内
に
実
施
す
る

主
要
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
市
営
住
宅
再

編
事
業
に
よ
る
市
営
住
宅
の
建
設
を
は
じ
め
、過

疎
債
の
ハ
ー
ド
事
業
を
活
用
し
た
石
炭
博
物
館

模
擬
坑
道
の
改
修
な
ど
、必
要
性
や
財
源
に
つ
い

て
十
分
な
検
討
を
行
っ
た
上
で
真
に
必
要
な
も
の

に
限
定
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

（７）
公
債
費

◆
公
債
費
は
、計
画
ど
お
り
地
方
債
の
新
規
発

行
の
抑
制
に
努
め
な
が
ら
、着
実
に
債
務
を
償
還

し
、実
質
公
債
費
比
率
の
改
善
を
図
り
ま
し
た
。

◆
将
来
の
地
方
債
償
還
や
北
海
道
市
町
村
振
興

基
金
貸
付
金
償
還
に
対
応
す
る
た
め
、減
債
基

金
への
積
立
て
を
行
い
ま
し
た
。

（８）
他
会
計
繰
出
金

◆
他
会
計
繰
出
金
は
、事
業
の
経
営
改
善
や
収

入
の
適
正
化
な
ど
の
取
組
状
況
を
踏
ま
え
、計
画

に
基
づ
く
繰
出
し
を
実
施
し
ま
し
た
。

◎
地
方
税
そ
の
他
の
収
入
の
増
徴
に
関
す
る
状

況
　

次
の
措
置
に
よ
る
平
成
21
年
度
か
ら
の
累
積

効
果
額
は
2
9
5
百
万
円

◆
市
税
そ
の
他
の
収
入
の
徴
収
は
、計
画
ど
お
り

合
理
的
な
計
画
徴
収
に
努
め
ま
し
た
。

◎
地
方
税
そ
の
他
の
収
入
で
滞
納
に
係
る
も
の

の
徴
収
に
関
す
る
状
況

　

次
の
措
置
に
よ
る
平
成
21
年
度
か
ら
の
累
積

効
果
額
は
64
百
万
円

◆
適
正
か
つ
公
平
な
徴
収
を
実
現
す
る
た
め
、現

年
分
の
滞
納
者
への
対
応
を
重
視
し
本
人
と
の
折

衝
の
機
会
を
増
や
し
、速
や
か
な
納
付
相
談
の
実

施
に
努
め
る
と
と
も
に
、生
活
実
態
を
把
握
し
滞

納
原
因
の
解
消
に
繋
げ
る
た
め
、フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
よ
る
無
料
相
談
を
実
施
し
、納

税
意
識
の
改
善
を
図
り
ま
し
た
。

◆
東
京
都
と
の
自
治
体
間
連
携
事
業
と
し
て
貸

与
を
受
け
て
い
る
ミ
ラ
ー
ズ
ロ
ッ
ク
な
ど
を
、積
極

的
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、財
産
調
査
を
徹
底
し

て
行
い
、滞
納
処
分
の一
環
と
し
て
給
与・預
金
な

ど
の
差
押
に
加
え
、滞
納
者
宅
の
家
宅
捜
索
に
よ

る
動
産
の
差
押
な
ど
、適
正
で
効
率
的
な
滞
納
整

理
に
努
め
ま
し
た
。

◆
市
営
住
宅
使
用
料
に
つ
い
て
は
、年
２
回
滞
納

者
全
員
に
催
告
書
を
送
付
し
、連
絡
の
な
い
誓
約

不
履
行
者
に
対
し
て
は
、職
員
が
直
接
電
話
や
面

談
を
し
て
支
払
を
促
す
と
と
も
に
、滞
納
に
つ
い

て
の
再
度
の
意
識
を
改
め
、催
促
の
勧
告
を
図
り

ま
し
た
。

◆
悪
質
な
滞
納
者
に
つ
い
て
は
法
的
措
置
を
執
行

し
、滞
納
分
の
給
与
差
し
押
さ
え
な
ど
の
処
分
を

判
決
と
し
て
求
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、平
成
28

年
度
に
つ
い
て
は
、１
名
を
訴
訟
提
起
し
、２
戸
の

住
宅
明
渡
し
の
判
決
を
求
め
る
裁
判
を
行
い
結

審
し
、収
入
の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

◎
使
用
料
な
ど
の
変
更
、財
産
の
処
分
そ
の
他
の

歳
入
の
増
加
に
関
す
る
状
況

　

次
の
措
置
に
よ
る
平
成
21
年
度
か
ら
の
累
積

効
果
額
は
5
2
7
百
万
円

◆
使
用
料
と
手
数
料
は
、平
成
19
年
度
に
実
施

し
た
引
き
上
げ
な
ど
の
見
直
し
に
基
づ
き
、引
き

続
き
収
入
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

◆
財
産
の
処
分
な
ど
そ
の
他
の
収
入
の
増
加
に
向

け
た
対
策
と
し
て
、観
光
施
設
な
ど
の
売
却
お
よ

び
平
成
27
年
度
か
ら
開
始
し
た
高
松
ズ
リ
山
の

ズ
リ
売
却
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

◆
以
上
の
ほ
か
、金
融
機
関
店
舗
と
し
て
の
市
庁

舎
の
有
償
貸
与
や
、有
料
に
よ
る
財
政
再
建
関
係

の
視
察
受
入
れ
、公
用
車
･
Ｈ
Ｐ
の
広
告
媒
体
と

し
て
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、収
入
の
確
保
に
努
め

ま
し
た
。

◎
超
過
課
税
ま
た
は
法
定
外
普
通
税
に
よ
る
地

方
税
の
増
収
に
関
す
る
状
況

　

次
の
措
置
に
よ
る
平
成
21
年
度
か
ら
の
累
積

計
画
と
具
体
的
な
措
置
の
状
況

財
政
再
生
計
画
の
平
成
28
年
度
実
施
状
況

夕
張
市
は
、
平
成
22
年
３
月
に
総
務
大
臣
の
同
意
を
得
て
財
政
再
生
計
画
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
平
成
28
年
度
の
実
施
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
市
財
政
係 

☎
52
―
3
1
2
2
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地方税（市民税、固定資産税など）29百万円、地方交付税（普通交付税、特
別交付税）568百万円、国道支出金（社会資本整備総合交付金など）▲133
百万円、繰入金（幸福の黄色いハンカチ基金繰入金など）▲32百万円、地方
債（公営住宅建設事業債など）▲82百万円、その他（空知産炭地域総合発
展基金収入など）12百万円

人件費（給料、各種手当など）▲57百万円、物件費（需用費、委託料など）▲
78百万円、維持補修費（除雪委託料など）▲45百万円、扶助費（生活扶助
等給付費など）▲62百万円、普通建設事業費（市営住宅再編事業など）▲
107百万円、繰出金（介護保険事業会計繰出金など）▲45百万円

区　　分
平成28年度
計 画 額　ア

平成28年度
実 績 額　イ

差引増減
（イ－ア） 主な増減理由

歳入歳出差引額
（①－②）

再生振替特例債残額

歳　入　①

歳　出　②

476,12613,503,11213,026,986

△426,06112,600,92513,026,986

902,187902,187０

０23,675,91823,675,918

（単位：千円）

（単位：％）

区　　分 早期健全化基準
平成28年度
計 画 値

平成28年度
実 績 値

【参考】平成27年度
実 績 値

実質赤字比率 15.0 0.00 0.00 0.00

連結実質赤字
比　率

20.0 0.00 0.00 0.00

実質公債費比率 25.0 80.1 76.8 76.3

将来負担比率 350.0 747.1 594.2 632.4

◆
実
質
的
な
計
画
期
間
の
７
年
度
目
で
あ
る
平

成
28
年
度
に
つ
い
て
は
、計
画
策
定
後
に
生
じ
た

新
た
な
諸
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、事
務
事
業
の

必
要
性
や
緊
急
性
な
ど
を
十
分
検
討
し
た
上
で
、

財
源
確
保
を
図
り
な
が
ら
計
５
回（
６
月
、９
月
、

10
月
、11
月
、３
月
）の
計
画
変
更
を
実
施
し
ま
し

た
。

◆
平
成
28
年
10
月
に
国
、北
海
道
及
び
市
の
実

務
者
に
よ
る
三
者
協
議
を
実
施
し
、財
政
再
生
計

画
の
抜
本
的
見
直
し
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

「
将
来
に
わ
た
り
行
政
運
営
に
支
障
が
生
じ
な
い

よ
う
、財
政
再
建
だ
け
で
な
く
地
域
再
生
の
両
立

を
図
る
べ
き
」と
の
方
針
で
協
議
を
行
い
、３
者
で

認
識
を
共
有
し
ま
し
た
。

◆
平
成
28
年
度
の
財
政
再
生
計
画
変
更
に
お
い

て
、石
炭
博
物
館（
模
擬
坑
道
）の
改
修
な
ど
に
係

る
過
疎
債
を
借
入
れ
た
こ
と
か
ら
、償
還
に
係
る

後
年
度
の
財
政
負
担
に
対
応
す
る
た
め
、必
要
な

財
源
を
財
政
再
生
計
画
調
整
基
金
に
積
立
て
ま

し
た
。

◆
今
後
と
も
、企
業
誘
致
活
動
の
推
進
に
よ
る
地

域
経
済
の
活
性
化
促
進
や
民
間
賃
貸
住
宅
建
設

に
対
す
る
助
成
事
業
な
ど
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

定
住
人
口
の
増
加
や
地
方
税
の
増
収
を
図
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

◆
夕
張
市
の
再
生
の
た
め
に
は
市
民
、議
会
、行

再
生
振
替
特
例
債（
平
成
21
年
度
借
入
）

借
入
額　

3
2
1
億
９
千
９
百
万
円

利
率
な
ど　

17
年
償
還（
３
年
据
置
）元
利
均
等

年
１・5
0
％

（
注
）平
成
20
年
度
決
算
ま
で
生
じ
て
い
た
実
質

赤
字
額
は
、平
成
21
年
度
に
再
生
振
替
特
例
債

を
借
り
入
れ
た
こ
と
で
解
消
し
ま
し
た
。再
生
振

替
特
例
債
は
、財
政
再
生
計
画
に
お
い
て
平
成
22

年
度
か
ら
17
年
間
で
計
画
的
に
償
還
す
る
も
の

で
す
。平
成
22
年
度
か
ら
24
年
度
ま
で
は
利
子
分

の
み
の
償
還
で
、平
成
25
年
度
か
ら
元
金
償
還
が

始
ま
り
ま
し
た
。

効
果
額
は
4
1
5
百
万
円

◆
市
税
は
、法
令
上
の
上
限
の
税
率
な
ど
を
踏
ま

え
、平
成
19
年
度
に
行
っ
た
見
直
し
を
継
続
し
て

実
施
し
ま
し
た
。

政
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、本
市
と
し
て
は
、今
後
と
も
情
報
公
開
の
推

進
に
よ
る
透
明
性
の
高
い
行
財
政
運
営
に
努
め
る

と
と
も
に
、市
民
参
加
や
民
間
活
力
の
導
入
な

ど
、市
民・企
業
と
の
協
働
に
よ
る
活
力
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
財
政
の
再
生
に

　
　

必
要
な
事
項
の
措
置
の
状
況

計
画
額
と
実
績
額
の
比
較
と

　

再
生
振
替
特
例
債
残
額
の
状
況

一般会計+診療所事業会計

健全化判断比率の状況

広報ゆうばり　2017年11月号３



平
成
29
年
度
の
計
画
変
更

■
一
般
会
計

◇
衆
議
院
議
員
総
選
挙
及
び
最
高
裁
国
民
審
査

執
行
に
対
し
て
見
込
ま
れ
る
国
道
支
出
金
の
増

計
画
変
更
額　

1
1
、4
8
2
千
円

◇
衆
議
院
議
員
解
散
に
伴
う
衆
議
院
議
員
総
選

挙
及
び
同
時
に
執
行
さ
れ
る
最
高
裁
判
所
裁
判

官
国
民
審
査
の
管
理
執
行
に
要
す
る
経
費
の
増

（
道
支
出
金
を
充
当
）

計
画
変
更
額　

1
1
、4
8
2
千
円

平
成
29
年
10
月
に
総
務
大
臣
の
同
意
が
得
ら
れ

た「
夕
張
市
財
政
再
生
計
画
の
変
更
」に
基
づ
き
、

一般
会
計
の
予
算
の
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

問
合
せ
先　

市
財
政
係　
　

☎
52
―
3
1
2
2

　北海道日本ハムファイターズ様より「北海道シリーズ2017 WE LOVE HOKKAIDO」として４～５月
のホームゲームで着用した「ハッピーイエロー」の限定ユニホームのレプリカ販売の収益の一部を活用し
て、幼稚園バスを市へ寄贈いただきました。
　９月28日に球団事務所（札幌市）で行われた寄贈セレモニーでは、北海道日本ハムファイターズの稲
葉SCOが同席され、「夕張の皆さんに元気になっていただき、北海道の元気につなげてほしい」と述べ
られました。
　また、10月11日には、ユーパロ幼稚園でセレモニーが行われ、ファイターズカラーの新しいバスに子ど
もたちが早速乗り込み、大喜びの様子でした。
　このバスは、主にユーパロ幼稚園の園児送迎用バスとして、市内を走ります。

北海道日本ハムファイターズより幼稚園バスを寄贈いただきました！

会　計　名 補正前の予算額 10月の補正予算額 補正後予算額

一般会計 10,652 ,528 11,482 10,664 ,010

（単位：千円）

財
政
再
生
計
画
の
変
更
内
容

予
算
の
補
正
を
行
っ
た

　
　
　
　
会
計
と
補
正
予
算
額

総
務
大
臣
あ
て
に
協
議
を
行
っ
た
「
夕
張
市
財
政
再
生
計
画
の
変
更
〈
平
成
29
年
度
第
４
次

（
9
月
）
〉
」
に
つ
い
て
、
総
務
大
臣
か
ら
同
意
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
計
画
変
更
に
よ
る
財
政
再
生
計
画
期
間
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

同
意
が
得
ら
れ
た
変
更
の
主
な
内
容
を
次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

歳　

入

歳　

出
夕
張
市
財
政
再
生
計
画
の
変
更（　

 　

  

）と

　
　

平
成
29
年
度
補
正
予
算
の
内
容

平
成
29
年
度

第

４

次
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水
道
事
業
の
経
営
や
運
営
方
針
を
市
民
の
皆

さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
地
方
公
営
企

業
法
に
基
づ
き
、水
道
事
業
の
概
要
や
経
理
の

状
況
な
ど
を
公
表
し
ま
す
。

平
成
29
年
度
事
業
の
概
要

【
配
水
施
設
整
備
事
業
】

　

こ
の
事
業
は
円
滑
な
給
水
を
行
う
た
め
、配
水

管
な
ど
の
施
設
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

  

今
年
度
の
主
な
事
業
は
、滝
ノ
上
配
水
管
仕
切

弁
設
置
実
施
設
計
委
託
及
び
設
置
工
事
、南
清

水
沢
地
区
の
道
路
工
事
に
伴
う
支
障
水
道
管
移

設
工
事
な
ど
を
行
い
ま
す
。

【
メ
ー
タ
ー
更
新
事
業
】

  

こ
の
事
業
は
有
効
期
限
の
満
了
と
な
る
水
道
メ

ー
タ
ー
を
交
換
す
る
も
の
で
す
。今
年
度
は
市
内

全
域
約
７
７
０
個
の
交
換
を
行
い
ま
す
。

【
水
質
検
査
】

  

市
民
の
皆
さ
ん
に
安
全
で
良
質
な
水
を
飲
ん
で

い
た
だ
く
た
め
、毎
月
定
期
的
に
各
浄
水
場
と
各

地
区
の
給
水
栓
の
水
質
検
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。  

問
合
せ
先　

市
土
木
水
道
課

☎
52
―
3
1
5
2

　

９
月
27
日
、来
年
３
月
ま
で
に
百
歳
を
迎
え
る
長
寿
の
方
に
贈

ら
れ
る
、内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
祝
い
状
と
記
念
品
の
銀
杯
の
伝

達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

伝
達
を
受
け
た
の
は
、田
澤
て
る
子
さ
ま
、佐
々
木
喜
三
郎
さ

ま
、工
藤
光
直
さ
ま
、千
代
谷
フ
ミ
さ
ま
の
４
人
で
す
。

　
「
ご
家
族
と
た
く
さ
ん
お
話
を
す
る
」「
何
で
も
お
い
し
く
食
べ

る
」「
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
や
る
」な
ど
、み
な
さ
ん
、自
分
な
り

の
長
寿
の
秘
訣
が
あ
る
よ
う
で
す
。こ
れ
か
ら
も
元
気
に
夕
張
を

見
守
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。

　

10
月
１
日
現
在
、夕
張
市
に
は
百
歳
以
上
の
長
寿
の
方
は
10
人

い
ま
す
。 長

寿
を
お
祝
い

工藤光直様

佐々木喜三郎様

1.収支の概要
○経理の状況

○水道事業会計損益計算書 ○水道事業会計貸借対照表
平成28年度水道事業会計決算の状況

○配水状況

１.給水件数と給水人口

2.用途別使用水量

○給水状況 平成29年９月30日現在

平成29年９月30日現在平成29年９月30日現在

（単位：円） （単位：円）

2. 資産の現在高

3. 企業債の現在高

4.一時借入金の現在高

5,992,643千円

1,978,980千円

20,000千円

給水のための収益的収支
 収益的収入 163,430千円
 収益的支出 56,557千円
配水施設などを整備するための資本的収支
 資本的収入 0千円
 資本的支出 34,170千円

営業費用 426,759,339 営業収益 290,432,039
営業外費用 22,787,860 営業外収益 80,347,050
特別損失 0 特別利益 1,254,326
当年度純損失 △ 77,513,784

有形固定資産 5,690,852,643 固定負債 1,950,628,809
無形固定資産 5,161,120 流動負債 95,659,901
流動資産 231,354,401 繰延収益 1,764,368,506
繰延勘定 1,700,000 資本金 1,535,039,153

剰余金 583,371,795

借　　方 貸　　方借　　方 貸　　方

合　計 372,033,415 合　計 372,033,415
合　計 5,929,068,164 合　計 5,929,068,164

区　　　分 執行済額 総配水量 日平均水量
569,940㎥ 3,114㎥

件　　数 人　　口
4,599件 8,424人

種　　別 使用水量㎥ 構成比％
一 般 用 386,636 87.0 
浴 場 用 30,477 6.9 
臨 時 用 182 0.0 
特 別 計 量 27,258 6.1 

計 444,553 100.0

水
道
事
業
会
計
の
状
況
（
平
成
29
年
度
上
期 

４
月
か
ら
９
月
）

田澤てる子様
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キ
ラ
リ
！
〜
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
〜

問
合
せ
先　

夕
張
高
校　

☎
59
―
７
１
１
０

２
学
年
「
課
題
研
究
」
外
部
講
師
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　

   

授
業
を
行
い
ま
し
た

　

２
学
年
の
就
職・専
門
学
校
進
学
コ
ー
ス
14

名
を
対
象
に
、９
月
13
日
、夕
張
市
企
画
課
の

佐
近
氏
に
よ
る
授
業
を
行
い
ま
し
た
。佐
近

氏
の
成
功
体
験
や
失
敗
談
を
聞
き
、尊
敬
や

共
感
、可
能
性
を
抱
く
な
ど
の
刺
激
を
受
け

つ
つ
、今
後
の
高
校
生
活
を
ど
の
よ
う
に
過
ご

し
て
い
け
ば
い
い
の
か
、と
いっ
た
こ
と
を
考
え

る一日
と
な
り
ま
し
た
。

中
学
生
向
け
「
学
校
説
明
会
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

開
催
し
ま
し
た

　

中
学
生
向
け
の
学
校
説
明
会
を
本
校
に
て

９
月
20
日
に
行
い
ま
し
た
。夕
張
中
学
校
か

ら
参
加
し
た
38
名
の
生
徒
た
ち
に
向
け
、３

年
生
か
ら
学
校
や
学
習
に
つ
い
て
の
説
明
を

行
う
ほ
か
、１・２
年
生
の
授
業
を
公
開
し
ま

し
た
。

　

行
事
や
部
活
動
に
つ
い
て
も
紹
介
さ
れ
、中

学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、本
校
の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

な
雰
囲
気
や
生
徒
の
頑
張
っ
て
い
る
姿
が
伝

わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
、大
会
を「
レ
ク
リ
ー
グ
」と「
ガ
チ

リ
ー
グ
」と
の
２
つ
に
分
け
、「
レ
ク
リ
ー
グ
」は

楽
し
む
こ
と
、「
ガ
チ
リ
ー
グ
」は
勝
負
す
る
こ

と
を
目
的
に
、生
徒
の
班
分
け
や
競
技
種
目

を
決
定
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、レ
ク
リ
ー
グ
で
は
ポ
ー
ト
ボ

ー
ル
、ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
、王
様
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
、ミ
ニ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
４
種
目
を
、ガ
チ
リ
ー
グ
で
は

王
様
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
２
種
目

を
競
い
、汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
に
引
き
続
き
、全
校
生
徒
が
参
加

で
き
、楽
し
め
る
行
事
で
し
た
。準
備
に
当
た

っ
た
生
徒
会
執
行
部
の
皆
さ
ん
、大
変
お
疲
れ

様
で
し
た
。

平
成
29
年
度
高
文
連
空
知
支
部

　

第
９
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
究
大
会
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

参
加
し
ま
し
た

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
好
会
の
会
員
18
名
が
、10

月
11
日
、美
唄
市
市
民
会
館
に
て
行
わ
れ
た

平
成
29
年
度
高
文
連
空
知
支
部
第
９
回
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
研
究
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
の
各
校
に
よ
る
活
動
実
践
報
告
で

は
、本
校
生
徒
は
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
発
表
を

行
い
ま
し
た
。

　

午
後
に
は
、障
が
い
者
、環
境
問
題
な
ど
の

テ
ー
マ
に
分
か
れ
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
が
、

ど
れ
も
大
変
有
意
義
な
も
の
と
な
っ
た
よ
う

で
す
。

第
51
回
全
道
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
　

美
術
展
・
研
究
大
会

　

美
術
部
員
３
名
が
、10
月
５
日
〜
６
日
に

か
け
て
旭
川
市
大
雪
ア
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
た

第
51
回
全
道
高
等
学
校
美
術
展・研
究
大
会

（
道
北
大
会
）に
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
、参
加
者
一
人
ひ
と
り
に
、旭
川
市

内
を
自
由
に
移
動
し
な
が
ら
好
き
な
も
の
を

ス
ケ
ッ
チ
す
る
と
い
う
課
題
が
与
え
ら
れ
、生

徒
た
ち
は
楽
し
み
な
が
ら
取
り
組
み
ま
し

た
。

　

２
日
目
に
は
、各
地
区
か
ら
選
ば
れ
た
作

品
の
中
か
ら
全
国
推
薦
者
が
決
定
し
ま
し

た
。

　

３
名
の
美
術
部
員
は
、大
会
を
通
し
て
他

校
の
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
に
触
れ
、刺
激
を
受

け
て
帰
って
き
た
よ
う
で
す
。

体
育
祭
の
様
子
に
つ
い
て

　

９
月
25
日
〜
26
日
に
か
け
て
、平
成
29
年

度
体
育
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、本
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、全

校
生
徒
を
４
チ
ー
ム
の
縦
割
り
に
し
、綱
引
き

や
リ
レ
ー
、障
害
物
競
走
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。

　

昼
食
は
毎
年
恒
例
の
保
護
者
に
よ
る
炊
き

出
し
で
、お
い
し
い
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。昼
食
後
は
、各
チ
ー
ム
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

応
援
合
戦
を
行
い
、大
き
な
掛
け
声
や
ダ
ン
ス

に
会
場
全
体
が
沸
き
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
優
勝
は
緑
チ
ー
ム
で
し
た
が
、ど

の
チ
ー
ム
も
３
年
生
を
中
心
に
よ
く
ま
と
ま
っ

て
お
り
、生
徒
た
ち
の
た
く
さ
ん
の
活
躍
と
笑

顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、本
校
体
育
館
で
球
技
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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日
本
の
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾

　
　
　
　
　  

（
福
岡
県
宗
像
市
）

　

夕
張
高
校
２
年
生
の
小
笠
原
萌
さ
ん
が
、福
岡
県
宗
像

市
に
お
い
て
７
月
25
日
か
ら
８
月
７
日
ま
で
の
日
程
で
開

催
さ
れ
た「
日
本
の
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
」に
参
加

し
、未
来
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
考
え
方
な
ど
を
学
ん

だ
。

東
京
都
八
丈
高
校
留
学
体
験

　

夕
張
高
校
２
年
生
の
田
中
宏
樹
君
、石
上
弥
咲
さ
ん
、

及
川
莉
子
さ
ん
の
３
名
が
、東
京
都
八
丈
高
校
に
お
い
て
、

10
月
３
日
〜
９
日
ま
で
の
日
程
で
留
学
体
験
を
行
っ
た
。

　

期
間
中
は
八
丈
高
校
と
の
交
流
の
ほ
か
、地
熱
発
電
の

調
査
な
ど
、生
徒
は
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
取
り
組
ん
だ
。

　

３
名
の
生
徒
は
、八
丈
高
校
留
学
を
通
し
て
、知
ら
な
い

人
と
で
も
積
極
的
に
話
題
を
ふっ
た
り
、質
問
を
す
る
な
ど

の「
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
力
」や
、何
事
に
も
一
歩
踏
み
出
そ

う
と
す
る「
挑
戦
心
」が
身
に
つい
た
と
述
べ
た
。

選
考
試
験
を
通
過
し
て

　

小
笠
原
さ
ん
は
、北
海
道
内
で
の
選
考
試
験
に
合
格
し
、

「
参
加
権
推
薦
枠
」で
参
加
し
た
。試
験
は一次
が
書
類
審

査
、二
次
が
面
接
と
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
と
な
って
い

る
中
で
、教
諭
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、大
変
な

準
備
を
経
て
、見
事
参
加
枠
を
勝
ち
取
っ
た
。

得
る
こ
と
が
で
き
た
経
験
、学
び

　
一番
大
き
な
イ
ベン
ト
で
あ
っ
た「
ア
ジ
ア
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
サ

ミ
ッ
ト
」で
は
、８
つ
あ
る
組
ご
と
に「
争
い
」と
い
う
テ
ー
マ
を

も
と
に
２
週
間
に
わ
た
って
議
論
を
か
わ
し
た
。小
笠
原
さ

ん
の
組
は「
偏
見
」か
ら
始
ま
る
争
い
に
つ
い
て
深
く
議
論

し
、発
表
に
向
け
、団
結
し
て
頑
張
っ
た
結
果
、発
表
会
で

は
見
事
優
秀
賞
を
獲
得
し
た
。賞
品
は
元
マ
レ
ー
シ
ア
首

相
の
マハテ
ィ
ー
ル
氏
の
直
筆
サ
イ
ン
で
あ
っ
た
。

　

小
笠
原
さ
ん
は
、こ
れ
ら
の
経
験
を
通
し
て
、み
ん
な
で

励
ま
し
合
い
、ア
ド
バ
イ
ス
し
合
う「
団
結
」の
大
切
さ
や
、

人
と
し
て
の
あ
り
方
を
学
ん
だ
ほ
か
、か
け
が
え
の
な
い
大

切
な
仲
間
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、小
笠
原
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。

　
「
リ
ー
ダ
ー
塾
に
限
ら
ず
、ど
ん
な
不
安
な
こ
と
で
も
挑

戦
し
て
み
る
こ
と
は
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。実
際
に
私
も
、

こ
れ
に
参
加
す
る
た
め
の
選
考
試
験
に
対
し
て
や
、リ
ー
ダ

ー
塾
の
期
間
中
う
ま
く
や
っ
て
い
け
る
か
な
ど
の
不
安
を

持
って
い
ま
し
た
が
、行
って
み
れ
ば
か
け
が
え
の
な
い
経
験

が
で
き
ま
し
た
。

　

挑
戦
す
る
こ
と
は
、ど
ん
な
時
に
で
も
皆
さ
ん
に
と
って

重
要
な
こ
と
に
な
って
く
る
と
思
い
ま
す
。皆
さ
ん
も
ぜ
ひ

い
ろ
い
ろ
な
機
会
で
挑
戦
し
て
いって
み
て
く
だ
さ
い
。」

日
本
の
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
と
は

八
丈
高
校
留
学
を
経
て
起
き
た
変
化

　

高
校
生
を
対
象
に
開
催
さ
れ
る
。２
週
間
に
わ
た
っ
て

各
界
リ
ー
ダ
ー（
知
事
、大
学
教
授
、社
長
な
ど
）に
よ
る
講

義
の
ほ
か
、参
加
者
で
あ
る
高
校
生
自
身
が
日
本
、世
界
の

こ
と
に
つい
て
議
論
し
合
う
な
ど
、未
来
を
担
う
次
世
代
の

リ
ー
ダ
ー
と
な
る
た
め
の
力
を
つ
け
る
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
行
う
も
の
。

夕
張
高
校

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
モ
ア
・
ス
ピ
リ
ッ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

第
二
号

全道最優秀賞 まちへの想い

卒塾式において握手を交わす小笠原さん

八丈高校の生徒たちと
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『コミュニティ・スクール』の
導入に向けた準備を進めています！

コミュニティ・スクールとは？

夕張市が目指すコミュニティ・スクール

これまでは『地域に開かれた学校づくり』が望まれていましたが、これからは、さらに一歩進んだ
『地域とともにある学校』を目指すことが必要と言われています。
その取り組みを進めるための要となる方法が、地域住民や保護者、学校職員でつくる「コミュニテ

ィ・スクール（学校運営協議会）」という組織です。

市で設置している幼稚園・小学校・中学校の三つの教育機関で一つのコミュニティ・スクールを作り
ます。それにより地域全体が、地域や家庭、学校の役割を共有しながら、子どもたちの成長を支えてい
くことができます。ゆくゆくは高校、高等養護学校との連携も進めていきたいと考えています。
また現在、夕張市では「夕張市小・中学校サポート会議」「夕張市学校支援地域本部」という二つの
組織があります。

この既存組織の活動を土台にして、平成30年度からのスタートに向けたコミュニティ・スクールを
立ち上げる準備を進めています。

どんなことをするの？
学校長が考える学校経営方針を委員みんなが共有し、一緒に目標の達成や課題解決に向けた取り
組みを進めていきます。
実際には、主に保護者・地域の代表が委員となり、少人数のグループにわかれて学校や地域の課題

を話しあい、相互に協力しながら子どもたちの健やかな成長を地域全体で支えていきます。

夕張市小・中学校サポート会議

と　き　11月17日（金）午後6時30分～
ところ　清水沢地区公民館
参加は無料で、どなたでも参加できます。

ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
♪

各地域の代表の委員が、学校の教育活動
の成果を検証し、子どもたちがより良い教育
環境で過ごせるよう、必要な支援・改善方法
などを考えています。

子ども・親・地域住民がともに成長していくために
できることを、一緒に考えましょう！

夕張市学校支援地域本部

PTAや地域の代表の委員が、地域の情報
や子どもたちの様子を共有しています。また
学校支援ボランティアが、通学路での見守り
や学校が必要とする支援を行っています。

コミュニティ・スクール設立準備委員会の様子

「コミュニティ・スクールってなぁに？」にわかり易くお答えする説明会を開催します！

問合せ先：市教育委員会教育課（℡52-3166）
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■国保のお話 vol.3
国民健康保険は、病気やケガをしたときに安心して医療を受

けられるよう皆さんで保険料を出し合い、助け合う制度です。
皆さんで支えている国民健康保険制度。その内容や取組みに
ついて、少しずつ知っていただくことを目的として、シリーズでお
伝えします。
今回は、ジェネリック医薬品についてお知らせします。

ジェネリック医薬品は、厚生労働省から「先発医薬品（これまで使われてきた新薬）と同じ
有効成分を同量含んでおり、同等の効き目がある」と認められた医薬品です。先発医薬品の
特許が切れた後に医薬品メーカーが製造・販売しており、薬の研究開発費用が少ない分、先
発医薬品に比べて薬の値段が５割程度安くなっています。
夕張市国民健康保険加入者の平成29年７月分の薬代で、ジェネリック医薬品に変更する
と自己負担額が300円以上安くなると思われる方を対象にお知らせハガキ（差額通知）を
発送しました。ハガキの内容に関する問い合わせはコールセンターへお願いします。
定期的（年２回）にお知らせハガキを発送する予定ですので、今後送付を希望しない方は、

市健康保険係まで連絡してください。

問合せ先　コールセンター　☎0120-53-0006
市健康保険係　☎52-3105

『蒼のファンファーレ』古内一絵/著　小学館

・潮騒はるか（葉室　麟）・変幻（今野　敏）・探偵さえいなければ（東川　篤哉）
・ピエロがいる街（横関　大）・猫の傀儡（西條　奈加）・大遺言（永　拓実）
・５分で涙があふれて止まらないお話（志賀内　泰弘）・パーマネント神喜劇（万城目　学）
・英語対訳で読むサラダ記念日（俵　万智）・筋力トレーニング完全マニュアル（齊藤　邦秀）

☆道立図書館から貸し出しを受けている本です。

　経営が疲弊する地方競馬。瀬戸内海に面した町で閉鎖寸前の鈴田競馬場の中
でも最も小さい緑川厩舎は、どこの競馬場でも使いものにならなかった人や馬
が流れ着く「藻屑の漂流先」と呼ばれる。そこで広告塔として雇われた女性ジョッ
キー・芦原瑞穂は広告塔ではなく実力で鈴田競馬場を再生させようと、奇怪な容
貌を持つ暴れ馬・フィッシュアイズと共に中央競馬G1優勝を目指す。
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※ 追 加 検 査
申 込 み 不 要

健　診　名 検  査  内  容 対　象　者 料　金

昨年の健診結果から
必要と判断された方

後期高齢者医療制度加入者

40歳以上の生活保護受給者
(平成30年３月31日現在の年齢)

身体計測、血圧測定、医師診察、尿検査（糖
･蛋白）、血液検査（13項目）

身体計測、血圧測定、医師診察、尿検査
（糖・蛋白）、血液検査（11項目）

身体計測、血圧測定、医師診察、尿検査（糖
･蛋白）、血液検査（13項目）

特
定
健
診
な
ど

特定健診

後期高齢者健診

健康増進法による健診

心 電 図・眼 底

40歳以上の夕張市国民健康保険加入者
※対象者には６月に受診券を送付しています。

無料

無料

400円

300円

検　診　名 検  査  内  容 対　象　者
（健康保険の種類は関係ありません）

超音波による骨密度検査

30歳以上
（バリウムでアレルギー反応のある方や腸閉
塞の既往がある方は受診をお控えください）

30歳以上
（特に65歳以上の方は受けましょう）
胸部エックス線検査受診者で
喫煙歴が長く、たんがでる方など

30歳以上
小学３年生以上でエキノコックス検査

を５年以上受けていない方
40歳以上で過去に肝炎ウイルス検査

を受けたことがない方
40歳・45歳・50歳・55歳
60歳・65歳・70歳の女性

（骨粗しょう症で治療中の方を除きます）

胃がん検診 胃バリウム検査

対象者以外で希望する方は、実費負担1,020円で受診できます。71歳以上の方も、実費負担となります。

300円2,000円

課税世帯 非課税世帯又は70歳以上
の方又は生活保護受給者

料　　金

肺がん ・結核検診

大腸がん検診
※エキノコックス症検診
肝炎ウイルス検診

骨粗しょう症検診

胸部エックス線検査
※喀たん検査（細胞診） 申込み不要

 
便潜血検査

 血液検査 申込み不要
 血液検査

500円

1,300円

800円

1,230円

700円

500円

300円

300円

300円

1,230円

300円

300円

健康診査申込書
記　入　例

各種健康診査を実施します！！
平成29年12月19日に

（下記表の対象者以外の方は、自分の加入する健康保険の事務所に問合せください。）

※追加検査を希望する方は、健診日当日、実費負担(心電図検査1,539円、眼底検査1,026円)で受診できます。
貧血検査は、血液検査の項目の中に含め全員に実施します。

●12月の集団健診では子宮がん・乳がん検診は行いません。ご希望の方は指定医療機関で受けられますので、「★
医療機関で受けられる健診もあります！」でご確認ください。
●胃がん検診は、血圧が高いなどの場合に医師の判断で検診を受けられないことがありますので、ご了承下さい。

※８・９月の集団健診や市立診療所などで、健診をすでに受けられた方は受けられません。

　記入した申込書は、FAX（52-0638）または、郵送する（自分で封書を組み立て、82円切手を貼る）か、市保健係・
南支所・各ふれあいサロン行政窓口に直接持参ください。
※各ふれあいサロン行政窓口開設日は、月・水・金曜日の午前９時から正午です。

★実施日時　平成29年12月19日（火）　午前７：30から受付
★実施場所　市民研修センター（清水沢）　

★健康保険の種類に関係なく受診できる検診の種類

★申込み方法～折込の「健康診査申込書」（青色）を提出してください

★健診の種類

年齢は、平成30年３月31日現在の年齢です※喀たん検査、エキノコックス症検診は検診当日の申し込みとなります。
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●専用申込書での申し込みを優先します。
　電話では聞き間違いなどが生じるおそれがあるため、申込書で確認しています。協力をお願い
します。
　申込書は、本紙のほか、市保健係・南支所・各ふれあいサロンに置いています。
●申込みが早くても、必ずしも早い時間帯になるとは限りません。希望の時間帯がある場合は申
込書の通信欄にその旨を記入してください。（希望の時間に添えない場合があります。）

来年３月まで健診を受けることができます。各地域で行う健診とは料金が異なります。

健診の種類：特定健診、後期高齢者健診、健康増進法による健診
⇒申込先　直接診療所へ　☎52-4339

健診の種類：乳がん、子宮がん検診　　　　　　　　　　　　　  ⇒市保健係へ連絡を　☎52-3106

肺がん結核検診、大腸がん検診、子宮がん検診、エキノコックス症検診
肝炎ウイルス検診、骨粗しょう症検診⇒市保健係へ連絡を　☎52-3106

★申込みの注意事項

★指定医療機関で受けられる健診もあります！
★申込みされた方への問診票発送は、12月初旬頃の予定です。

《 夕張市立診療所 》

《 岩見沢市立総合病院 》

問合せ先　市保健係　℡52-3106

申込締切は、11月10日（金）必着です。

肥
満
と
は
④

　

今
回
は
、肥
満
の
原
因
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

◆
体
重
増
加
の
仕
組
み

　

体
重
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
摂
取
量
と
消
費
量
の
バ

ラ
ン
ス
で
決
ま
り
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
量　

食
事
や
間
食
で
体
に
取

り
込
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
量

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量　

①
基
礎
代
謝（
生
命
活

動
を
維
持
す
る
た
め
に
最
低
限
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
）②
消
化・吸
収
に
使
わ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
③
活

動
量
の
３
項
目
で
成
り
立
つ

　

こ
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
れ
ば
体
重
は
変
化
せ

ず
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
量
よ
り
摂
取
量
が
多
く

な
る
と
、過
剰
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
脂
肪
に
変
換
さ

れ
て
体
に
蓄
積
さ
れ
、体
重
が
増
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

例
え
ば
、毎
日
ご
は
ん
１
〜
２
口（
30
グ
ラ
ム
50

キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
）余
分
に
食
べ
た
と
し
ま
す
。1
日

50
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
の
オ
ー
バ
ー
を
続
け
る
と
、5
年

で
約
9
万
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
と
な
り
ま
す
。体
脂
肪

1
キ
ロ
グ
ラ
ム
は
約
8
0
0
0
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
に
相

当
す
る
の
で
、9
万
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
を
脂
肪
に
置
き

換
え
る
と
、5
年
で
11
キ
ロ
グ
ラ
ム
も
体
重
が
増

加
す
る
計
算
に
な
り
ま
す
。（
図
）

　

実
際
に
は
日
常
の
食
事
量
や
活
動
量
は一
定
で

は
な
く
、こ
の
計
算
式
通
り
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、

わ
ず
か
な
食
べ
過
ぎ
や
運
動
不
足
が
積
み
重
な

る
と
体
重
は
思
っ
て
い
る
以
上
に
増
加
し
ま
す
。

日
頃
か
ら
体
重
計
に
乗
っ
て
、増
減
が
あ
っ
た
ら
こ

ま
め
に
調
節
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

◆
体
重
増
加
と
食
べ
方

　

脂
肪
は
特
に
夜
に
体
へ
蓄
積
さ
れ
る
傾
向
が
あ

る
の
で
、脂
肪
を
減
少
さ
せ
る
に
は
ま
ず
夜
の
食
べ

方
を
チ
ェッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。夕
食
の
食
べ
過
ぎ
、デ

ザ
ー
ト
、夜
食
な
ど
を
控
え
る
。夕
食
が
遅
く
な

る
場
合
は
夕
食
を
2
回
に
分
け
、遅
い
時
間
に
食

べ
る
量
を
減
ら
す
と
い
う
方
法
も
あ
り
ま
す（
食

事
回
数
を
増
や
し
て
も
食
事
量
が
増
え
な
い
よ

う
注
意
）。分
割
が
で
き
な
い
場
合
は
夕
食
か
ら

就
寝
ま
で
3
時
間
あ
け
、夕
食
後
に
体
を
動
か
す

よ
う
に
す
る
と
肥
満
の
防
止
に
な
り
ま
す
。そ
の

他
に
、全
体
的
な
食
べ
る
量
を
見
直
す
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、野
菜・き
の
こ
な
ど
の
食
物
繊
維
の
多
い

食
品
を
毎
食
、食
事
の
始
め
に
食
べ
る
と
脂
肪
の

吸
収
を
お
さ
え
て
く
れ
る
の
で
お
勧
め
で
す
。

　

食
事
は
毎
日
の
こ
と
で
継
続
が
難
し
い
も
の
で

す
が
、で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

管
理
栄
養
士　

南　

綾
香

ごはん30g（50kcal）を
　　　　　　毎日余分に食べると…　
50kcal×365日×5年≒90,000kcal
　90,000kcal÷8,000kcal≒11kg
　 　　　　 (↑脂肪1㎏のカロリー)
5年で11㎏体重が増加する
　　　　　　　　　　計算になります

図
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ゆ
う
ば
り
貯
筋
体
操

　
　
　
　
　
　

普
及
講
座

赤
十
字
雪
上
安
全
法

　
　

救
助
員
Ⅰ
養
成
講
習

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
と

　

運
転
経
歴
証
明
書
の
郵
送

11
月
11
日
〜
20
日
は

　
　

冬
の
交
通
安
全
運
動

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間
の

　
　
　
　
　
　
　

 

お
知
ら
せ

介
護
予
防
！
ゆ
う
ば
り
脳
ト
レ

　
　
　

運
動
教
室
の
お
知
ら
せ

第
28
回 

市
民
音
楽
の
夕
べ

　

４
種
目（
腹
筋・背
筋・腕
立
て・ス
ク

ワ
ッ
ト
）で
身
体
を
変
え
る
！

内  

容　

簡
単
な
有
酸
素
運
動
と
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、う
た
体
操

と　

き

第
１
回　

12
月
12
日

第
２
回　

平
成
30
年
２
月
８
日

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
〜
３
時 

両
日
参
加
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

と
こ
ろ　

市
民
研
修
セ
ン
タ
ー

対  

象　

市
民
の
方（
持
病
の
あ
る
方

は
、か
か
り
つ
け
医
に
事
前
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。）参
加
無
料
。

講　

師　
一
般
社
団
法
人
地
域
ウ
エ
ル

ネ
ス・ネ
ッ
ト
指
導
員

定　

員　

１
会
場
30
人（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
）

申
込
期
限　

11
月
24
日

※
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

当
日
は
動
き
や
す
い
服
装

で
、運
動
靴
、汗
ふ
き
タ
オ
ル
、水
分
補

給
用
飲
料
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

申
込・問
合
せ
先　

市
健
康
保
険
係 

☎
52
―
3
1
0
5

　

介
護
予
防
！
ゆ
う
ば
り
脳
ト
レ
運

動
教
室
の
11
月
開
催
会
場
は
次
の
と

お
り
で
す
。楽
し
く
、気
持
ち
よ
く
身

体
を
動
か
し
、頭
の
体
操
を
し
ま
す
。

　

参
加
希
望
の
方
は
開
催
初
日
の
１

週
間
前
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
み
下

さ
い
。当
日
の
受
付
は
開
催
30
分
前
か

ら
で
す
。

申
込・問
合
せ
先　

市
保
健
係

☎
52
―
3
1
0
6

　

11
月
13
日
〜
19
日
ま
で
は
、全
国
一

斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化

週
間
で
す
。

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、職

場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル・ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
な
ど
、女
性
の
人
権
に
関
す
る
悩
み

ご
と
や
心
配
ご
と
に
つ
い
て
、法
務
局
職

員
や
人
権
擁
護
委
員
が
電
話
相
談
時

間
を
延
長
し
て
対
応
し
ま
す
。相
談

は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

と　

き　

11
月
13
日
〜
17
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時
、

18
日・19
日　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

問
合
せ
先　

専
用
相
談
電
話

☎
0
5
7
0
―
0
7
0
―
8
1
0

　

雪
上（
ス
キ
ー
場
）で
急
病
人
や
け

が
人
を
正
し
く
救
助
す
る
た
め
に
必

要
な
、応
急
手
当
の
知
識
や
技
術
を
学

ぶ
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

12
月
９
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
40
分（
予
定
）

と
こ
ろ　

ゆ
う
ば
り
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー

対
象
者　

18
歳
以
上
の
救
急
法
救
急

員
の
資
格
を
有
す
る
方

定　

員　

10
人

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

◆
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ル
ゆ
う
ば
り

と　

き　

11
月
13
日 

午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
前

　

冬
季
は
、気
象
、路
面
変
化
に
応
じ

た
状
況
判
断
や
運
転
技
法・意
識
の
切

り
替
え
が
重
要
で
、特
に
初
冬
期
は
、

路
面
状
況
が
刻
々
と
変
化
し
、比
較
的

気
温
が
高
い
た
め
凍
結
路
面
が
滑
り

や
す
く
な
り
ま
す
。

　

ス
リ
ッ
プ
防
止
な
ど
を
図
る
た
め
の

活
動
な
ど
を
推
進
す
る
た
め
冬
の
交

通
安
全
運
動
を
行
い
ま
す
。

　

終
了
後
、千
代
田
三
叉
路
で
街
頭

啓
発
を
実
施
し
ま
す
。協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
飲
酒
運
転
根
絶
の
た
め
に

　

飲
ん
だ
ら
絶
対
に
運
転
し
な
い
、周

り
の
方
も
運
転
さ
せ
な
い
こ
と
を
実
践

し
、飲
酒
運
転
に
よ
る
悲
劇
を
繰
り
返

さ
な
い
よ
う
、安
心
安
全
な
ま
ち
を
み

ん
な
で
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先　

交
通
安
全
対
策
本
部
事

務
局（
南
支
所
）　

☎
59
―
6
1
1
1

　

65
歳
以
上
の
夕
張
市
民
の
方
で
、

「
夕
張
警
察
庁
舎
」や「
栗
山
警
察

と　

き　

11
月
11
日　

午
後
２
時
30

分
開
演（
午
後
２
時
開
場
）

と
こ
ろ　

ホ
テ
ル
シ
ュ
ー
パロ　

嶺
水
の

間問
合
せ
先　

夕
張
音
楽
協
会（
夕
張

友
酉
市
場
内
）　   

☎
53
―
4
0
1
1

受
講
料　

7
0
0
円（
教
材
費
）

申
込
期
限　

11
月
21
日

問
合
せ
先　

日
赤
夕
張
市
地
区（
市

生
活
福
祉
係
）　  

☎
52
―
1
0
5
9

署
」で
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納（
取

消
申
請
）と
同
時
に
運
転
経
歴
証
明

書（
運
転
免
許
証
サ
イ
ズ
の
写
真
入
り

の
身
分
証
明
書
）を
申
請
さ
れ
た
方

に
、夕
張
地
区
安
全
運
転
管
理
者
協

会
か
ら
①
運
転
経
歴
証
明
書
②
現
金

１
、0
0
0
円（
運
転
経
歴
証
明
書
の

申
請
手
数
料
と
同
額
）③
夜
光
反
射

材
な
ど
交
通
安
全
グ
ッ
ズ
を
送
料
無

料
で
お
送
り
し
ま
す
。（
申
請
か
ら
概

ね
１
か
月
後
）

問
合
せ
先

･
現
金
や
運
転
経
歴
証
明
書
な
ど
の

郵
送
に
関
す
る
こ
と

夕
張
地
区
安
全
運
転
管
理
者
協
会
事

務
局（
月
〜
木
午
前
９
時
〜
11
時
30

分
）　　
　
　
　

  

☎
52
―
2
3
0
0

･
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
や
運
転

経
歴
証
明
書
に
関
す
る
こ
と　

札
幌
方
面
栗
山
警
察
署　

夕
張
警
察

庁
舎（
平
日
の
午
前
８
時
45
分
〜
午
後

５
時
30
分
）　　

   

☎
52
―
0
1
1
0

会　場 日　程 開催時間

平成29年11月14日（火）

平成29年11月22日（水）

平成29年11月14日（火）

平成29年11月22日（水）

紅葉山会館

清水沢生活館

午前10：00～11：30

午後１：30～３：00
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無
利
子
で
お
貸
し
し
ま
す

母
子・父
子・寡
婦
福
祉
資
金

里
親
制
度
を

　
　
　
　

ご
存
知
で
す
か

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

 

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）全
国
一
斉

 　
　

情
報
伝
達
訓
練
の

　
　
　
　

 

実
施
に
つ
い
て

11
月
は
児
童
虐
待
防
止

　
　
　
　

推
進
月
間
で
す

エ
ゾ
シ
カ
捕
獲
事
業
の

　
　
　
　

  

実
施
に
つ
い
て

　

母
子
、父
子
、寡
婦
家
庭
の
方
を
対

象
に
児
童
が
高
校
、大
学
、各
種
専
門

学
校
に
進
学
、ま
た
は
就
職
の
た
め
に

必
要
な
資
金
を
お
貸
し
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、手
続
き
前
に
学
校
な
ど
に
納

め
た
分
は
、貸
付
の
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
の
で
、貸
付
希
望
の
方
は
事
前
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、貸
付
は
お
申
込
み
後
、１
か

月
程
度
掛
か
り
ま
す
。

　

各
貸
付
金
の
限
度
額
は
私
立
や
国

公
立
学
校
、自
宅
通
学
や
自
宅
外
通

学
，就
学
学
年
な
ど
で
異
な
り
ま
す
。

◆
就
学
支
度
資
金　

入
学
金
、制
服
、

教
科
書
、学
校
諸
費
用
な
ど
入
学
前

に
か
か
る
費
用
が
対
象
。

貸
付
限
度
額

○
高
等
学
校
、専
修
学
校（
高
校
課

程
）　　
　
　
　
　
　

 　
　

 

15
万
円

○
大
学
、短
期
大
学
、専
門
学
校37

万
円

必
要
書
類　

合
格
通
知
書

申
込
期
限　

平
成
30
年
３
月
30
日

◆
修
学
資
金　

授
業
料
、定
期
代
、諸

費
用
、ア
パ
ー
ト
代
な
ど
入
学
後
に
か

か
る
費
用
が
対
象
。

貸
付
限
度
額

○
高
等
学
校
、専
修
学
校（
高
校
課

程
）　　
　

  　
月
額　

２
万
７
千
円

○
高
等
専
門
学
校

月
額　

３
万
１
千
５
百
円

　

児
童
虐
待
は
、子
ど
も
の
人
権
を
著

し
く
侵
害
し
、そ
の
心
身
の
成
長
や
発

達
、人
格
形
成
に
重
大
な
影
響
を
与

え
ま
す
。児
童
虐
待
へ
の
関
心
を
持

ち
、早
期
発
見
や
早
期
対
応
に
取
組
、

虐
待
か
ら
子
ど
も
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
児
童
虐
待
と
は

　

親
ま
た
は
親
に
代
わ
る
養
育
者
な

ど
が「
子
ど
も
の
心
身
を
傷
つ
け
、子

ど
も
の
健
全
な
成
長・発
達
を
阻
害
す

る
こ
と
」を
い
い
ま
す
。た
と
え
親
が

「
愛
情
を
も
っ
て
子
ど
も
を
し
つ
け
て
い

る
」と
主
張
し
て
も
、そ
の
行
為
が
子

ど
も
の
心
身
を
傷
つ
け
、発
育
や
発
達

に
悪
い
影
響
を
与
え
て
い
る
な
ら
、そ

れ
は
児
童
虐
待
で
す
。

●
児
童
虐
待
の
分
類

〇
身
体
的
虐
待　

殴
る
、蹴
る
、叩
く

な
ど
身
体
に
傷
を
負
わ
せ
た
り
、生
命

に
危
険
を
及
ぼ
す
よ
う
な
行
為
。

〇
性
的
虐
待　

子
ど
も
に
わ
い
せ
つ
な

行
為
を
す
る
こ
と
、ま
た
は
さ
せ
る
こ

と
。

〇
ネ
グ
レ
ク
ト　

家
に
閉
じ
込
め
る
、

食
事
を
与
え
な
い
、不
潔
に
す
る
、車
の

中
に
放
置
す
る
、重
い
病
気
に
な
っ
て

も
病
院
に
連
れ
て
行
か
な
い
な
ど
、生

理
的
欲
求
や
身
の
安
全
が
満
た
さ
れ

ず
に
放
置
さ
れ
た
状
態
。

〇
心
理
的
虐
待　

言
葉
に
よ
る
脅
し
、

無
視
、き
ょ
う
だ
い
間
で
の
差
別
的
扱

い
、子
ど
も
の
目
の
前
で
家
族
に
対
し

て
暴
力
を
ふ
る
う
な
ど
、子
ど
も
に
深

い
心
理
的
外
傷
を
与
え
る
行
為

●
虐
待
か
も
…
と
思
っ
た
ら
連
絡
を

　

子
ど
も
を
虐
待
し
た
と
き
、ま
た
は

虐
待
を
発
見
し
た
と
き
、あ
る
い
は
虐

待
を
疑
う
と
き
は
、す
ぐ
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。　

問
合
せ
先　

市
子
ど
も・子
育
て
支
援

係　
　
　
　
　
　

☎
52
―
3
1
6
8

岩
見
沢
児
童
相
談
所

☎
0
1
2
6
―
22
―
1
1
1
9

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

☎
1
8
9

〜
里
親
を
募
集
し
て
い
ま
す
〜

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
っ
て
、家
庭

で
暮
ら
せ
な
く
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
を

自
分
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
て
、温
か
い

愛
情
と
理
解
を
持
っ
て
養
育
し
て
い
た

　

地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生
時

に
備
え
、全
国
一
斉
に
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ

る
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
訓
練
で
は
、ゆ
う
ば
り
小
学
校
と

夕
張
中
学
校
の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら

音
声
情
報
が
放
送
さ
れ
ま
す
。

　

滝
ノ
上
地
区
の
国
有
林
に
お
い
て
エ

ゾ
シ
カ
の
捕
獲
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。こ
れ
に
伴
い
当
該
地
域
へ
の
入

林
が
規
制
さ
れ
ま
す
。

と　

き　

11
月
15
日
〜
17
日

平
成
30
年
１
月
31
日
〜
２
月
25
日

※
天
候
な
ど
に
よ
り
変
更
の
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ　

滝
ノ
上
地
区
国
有
林（
草

木
舞
林
道
周
辺
）

問
合
せ
先　

北
海
道
森
林
管
理
局
計

画
保
全
部
保
全
課

☎
0
1
1
―
6
2
2
―
5
2
5
0

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
ン
ヴ
ィ
ジ
ョン
環
境
保
全

事
務
所

☎
0
1
1
―
7
2
6
―
3
0
7
2

○
短
期
大
学
・
専
修
学
校（
専
門
課

程
）　　

   

月
額　

６
万
７
千
５
百
円

○
大
学　

  

月
額　

６
万
７
千
５
百
円

必
要
書
類　

在
学
証
明
書

申
込
期
限　

随
時

就
職
支
度
資
金　

就
職
準
備
に
か
か

る
費
用
が
対
象
。

貸
付
限
度
額　

10
万
円

必
要
書
類　

採
用
通
知
書

申
込
期
限　

随
時

申
込
・
問
合
せ
先　

市
子
ど
も・子
育

て
支
援
係　
　
　

 

☎
52
―
3
1
6
8

だ
け
る
方（
里
親
）を
募
集
し
て
い
ま

す
。

▼
里
親
制
度
と
は

　

児
童
福
祉
法
に
基
づ
い
て
、里
親
と

な
る
こ
と
を
希
望
す
る
方
に
子
ど
も
の

養
育
を
委
託
す
る
制
度
で
す
。

▼
里
親
に
な
る
に
は

　

研
修
・
実
習
を
経
て
認
定
・
登
録
が

必
要
に
な
り
ま
す
が
、一
定
の
要
件
を

満
た
し
て
い
れ
ば
、特
別
な
資
格
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。里
親
に
望
ま
れ
る
こ

と
は
、子
ど
も
が
大
好
き
で
明
る
く
健

康
的
な
家
庭
で
あ
る
こ
と
で
す
。

▼
里
親
に
な
っ
た
時
の
費
用
は

　

里
親
に
は
、養
育
費
と
し
て
、里
親

手
当
、生
活
費
、学
校
教
育
費
、子
ど

も
の
医
療
費
な
ど
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

里
親
制
度
に
関
心
を
持
つ
方
は
、問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
子
ど
も・子
育
て
支
援

係　
　
　
　
　
　

☎
52
―
3
1
6
8

岩
見
沢
児
童
相
談
所

☎
0
1
2
6
―
22
―
1
1
1
9

と　

き　

11
月
14
日　

11
時
頃

放
送
内
容

〈
上
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
音
〉

「
こ
れ
は
、Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で

す
。」を
３
回

〈
下
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
〉

※
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
は
、弾
道
ミ
サ
イ
ル
情

報
、津
波
警
報
、緊
急
地
震
速
報
な
ど

の
情
報
を
国
か
ら
人
工
衛
星
を
通
じ

て
、地
方
公
共
団
体
に
瞬
時
に
伝
達
す

る
と
同
時
に
、携
帯
電
話
会
社
を
通
じ

て
緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
シ
ス

テ
ム
で
す
。

問
合
せ
先　

市
消
防
本
部

☎
53
―
4
1
2
1
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清水沢橋補修工事に係る通行規制
清水沢橋の補修工事を実施します。
工事に伴い、次の日程で通行規制となります。

※歩行者の通行は可能です。

規制日程　平成29年12月４日～17日
規制内容　車両通行止

市都市計画土木係
　TEL  0123-52-3159

国
道
4
5
2
号

道
道
夕
張
長
沼
線

夕
張
川

ゆうばり小学校

★清水沢橋

南支所

夕張高校 ユーパロ
幼稚園

南清水沢駅

自
衛
官
募
集

図
書
コ
ー
ナ
ー
か
ら
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

教
育
委
員
会
か
ら
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

電
気
の
子
メ
ー
タ
ー
の

　

有
効
期
限
は
切
れ
て

　
　
　
　
　

 

い
ま
せ
ん
か

冬
に
備
え
て
屋
根
や

突
出
看
板
の
点
検
な
ど
を

　
　
　
　

 

行
い
ま
し
ょ
う

清
水
沢
橋
通
行
規
制
に
よ
る

夕
鉄
バ
ス
迂
回
運
行
と

運
行
時
刻
変
更
の
お
知
ら
せ

　

清
水
沢
橋
の
工
事
に
よ
る
交
通
規

制
の
た
め
、12
月
４
日
〜
17
日
の
間
、夕

鉄
バ
ス
は
南
支
所
前
〜
小
学
校
前
間

を
迂
回
し
て
運
行
し
ま
す
。迂
回
運

行
に
伴
い一
部
の
停
留
所
で
発
着
時
刻

に
遅
れ
が
発
生
し
ま
す
。

　

南
清
水
沢
駅
７
時
15
分
発
の
急
行

新
さ
っ
ぽ
ろ
駅
行
は
、南
清
水
沢
駅
〜

小
学
校
前
間
の
各
停
留
所
の
発
車
時

刻
が
５
分
早
く
な
り
ま
す
。　

　

詳
し
く
は
、バ
ス
車
内
、バ
ス
停
の
掲

示
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

夕
鉄
バ
ス
夕
張
営
業
所

☎
56
―
5
6
0
2

◆
自
衛
官
候
補
生（
男
女
）

受　

付　

通
年

年　

齢　

18
歳
以
上
〜
27
歳
未
満

◆
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

（
男
子
）

受　

付　

11
月
１
日
〜
平
成
30
年
１

月
９
日

年　

齢　

中
学
校
卒
業（
見
込
含
）17

歳
未
満

◆
自
衛
隊
受
験
等
に
関
す
る
説
明
会

　

11
月
か
ら
12
月
29
日
ま
で
実
施
し

ま
す
。詳
細
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力

本
部
恵
庭
地
域
事
務
所

☎
0
1
2
3
―
34
―
5
4
3
8

◆
古
本
市

　

図
書
コ
ー
ナ
ー
の
除
籍
図
書
を
お
譲

り
し
ま
す
。

と
き・と
こ
ろ　

･
市
図
書
コ
ー
ナ
ー

11
月
21
日
〜
30
日

午
前
11
時
〜
午
後
６
時

※
日
曜
日・月
曜
日・祝
日
は
休
み

･
南
支
所

11
月
13
日
〜
18
日　

午
前
９
時
〜
午

後
５
時

問
合
せ
先　

市
図
書
コ
ー
ナ
ー（
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
56
―
6
6
0
1

◆
ふ
る
さ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー「
あ
ず
ま
し

い
」

ら
ぷ
ら
す
の
仲
間
た
ち
の
ア
ー
ト
展

　
一
般
社
団
法
人
ら
ぷ
ら
す
の
事
業
所

で
働
く
人
た
ち
、集
う
子
ど
も
た
ち
、

支
援
す
る
人
た
ち
が
余
暇
を
利
用
し

て
作
っ
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

期　

間　

11
月
14
日
ま
で

●
緑
風
展　

夕
張
高
等
養
護
学
校
の

生
徒
が
、美
術
や
自
立
活
動
の
学
習
活

動
で
制
作
し
た
絵
画
や
造
形
な
ど
の

作
品
展
。

期　

間　

11
月
20
日
〜
12
月
14
日

い
ず
れ
の
展
示
も

と　

き　

８
時
45
分
〜
午
後
５
時
30

分（
市
役
所
開
庁
時
間
）

と
こ
ろ　

ふ
る
さ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー「
あ

ず
ま
し
い
」（
市
役
所
２
階
）

問
合
せ
先　

市
教
育
係

☎
52
―
3
1
6
6

　

毎
年
冬
に
な
る
と
、雪
や
氷
、つ
ら
ら

が
屋
根
か
ら
落
ち
て
、歩
行
者
の
け
が

や
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。こ

の
よ
う
な
事
故
を
防
ぎ
、冬
期
間
も
歩

行
者
が
安
心
し
て
通
行
で
き
る
よ
う

に
、次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
道
路
に
屋
根
の
雪
が
落
ち
る
よ
う

な
建
物
は
、雪
、氷
、つ
ら
ら
が
落
ち
て

　

貸
し
ビ
ル
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
に
設
置

し
て
い
る
証
明
用
電
気
計
器〈
子
メ
ー

タ
ー
〉は
計
量
法
で
定
め
る
検
定
の
有

効
期
間
内
の
も
の
で
な
け
れ
ば
使
用
で

き
ま
せ
ん
。

　

有
効
期
限
は
、計
器
に
添
付
し
て
い

る「
検
定
ラ
ベ
ル
」や「
検
定
票
」に
表

示
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。問合

せ
先　

日
本
電
気
計
器
検
定
所

北
海
道
支
社

☎
0
1
1
―
6
6
8
―
2
4
3
7

事
故
が
起
き
な
い
よ
う
に
、丈
夫
な
雪

止
め
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◆
雪
止
め
が
つ
い
て
い
て
も
、強
さ
が
足

り
な
か
っ
た
り
、さ
び
て
い
た
り
す
る

と
、壊
れ
て
落
ち
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、必
ず
降
雪
前
に
点
検
し
、早
め
に

修
繕
し
ま
し
ょ
う
。

◆
突
出
看
板
の
落
下
事
故
も
相
次
い

で
い
ま
す
の
で
、降
雪
前
に
点
検
し
、さ

び
て
い
て
腐
食
し
て
い
る
場
合
は
、倒
壊

や
落
下
し
な
い
よ
う
に
早
め
に
修
繕
し

ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先　

市
都
市
計
画
土
木
係 

☎
52
―
3
1
5
9
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個
人
事
業
税
の
納
期

ご
存
知
で
す
か
？

　
　
「
無
期
転
換
ル
ー
ル
」

年
末
調
整
な
ど
の
説
明
会

労
働
保
険
適
用
促
進

　
　
　
　

強
化
期
間
で
す

民
生
委
員・児
童
委
員
の　
　

　
　
　

 

委
嘱
の
お
知
ら
せ

【
急
募
】夕
張
市
学
童

　
　

ク
ラ
ブ
指
導
員
募
集

２
０
１
７
全
国
一
斉
労
働

　
　

  

ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

【
急
募
】夕
張
市
ゆ
う
ば
り

小・夕
張
中
共
同
調
理
場
の

　
　
　

 

給
食
調
理
員
募
集

ユ
ー
パ
ロ
の
湯
か
ら
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

　

個
人
事
業
税
第
２
期
の
納
期
限
は

11
月
30
日
で
す
。納
税
通
知
書
は
８
月

に
第
１
期
分
と
あ
わ
せ
て
送
付
し
て
い

ま
す
の
で
、納
期
限
ま
で
に
納
め
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

空
知
総
合
振
興
局
納
税

課　

☎
0
1
2
6
―
20
―
0
0
5
5

　

年
末
調
整
事
務
と
源
泉
徴
収
票
・

同
合
計
表
の
作
成
要
領
な
ど
に
つ
い
て

の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

事
前
に
送
付
し
た
書
類
を
持
参
の

う
え
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

と  

き　

11
月
22
日 

午
後
２
時
〜
４

時と
こ
ろ　

市
民
研
修
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
先　

市
賦
課
係

☎
52
―
3
1
2
0

　

10
月
１
日
よ
り
定
休
日
を
設
け
ま

し
た
。

定
休
日　

毎
週
火
曜
日

問
合
せ
先　

ゆ
う
ば
り
温
泉
ユ
ー
パ
ロ

の
湯　
　
　
　
　

 

☎
57
―
7
7
2
6

　

平
成
25
年
４
月
１
日
以
降
に
開
始

し
た
有
期
労
働
契
約
が
反
復
更
新
さ

れ
て
通
算
５
年
を
超
え
た
と
き
は
、労

　

新
た
に
民
生
委
員・児
童
委
員
を
委

嘱
し
ま
し
た
。

○
清
水
沢
清
陵
町
一区
東
地
区

今　
　

眞　

弓　

☎
59
―
7
3
1
2

委
嘱
年
月
日　

平
成
29
年
６
月
26
日

付
　

民
生
委
員・児
童
委
員
は
、厚
生
労

働
大
臣・北
海
道
知
事
か
ら
委
嘱
を
受

け
、私
た
ち
の
地
域
を
暮
ら
し
や
す
い

も
の
に
す
る
た
め
に
、様
々
な
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。市
内
に
は
委
員

が
合
計
54
人
、地
域
で
最
も
身
近
な
相

談
・
支
援
者
で
す
。気
軽
に
相
談
し
て

　

労
働
保
険
と
は
、労
災
保
険
と
雇
用

保
険
の
総
称
で
、労
働
者
の
生
活
の
安

定
、福
祉
の
増
進
な
ど
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、国
が
直
接
管
理
運
営
し
て
い

る
保
険
で
す
。農
林
水
産
業
の一
部
を

除
き
、労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
す
る

事
業
に
つ
い
て
は
、法
人・個
人
を
問
わ

ず
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先　
ハロ
ー
ワ
ー
ク
夕
張

☎
52
―
4
4
1
1

◆
給
食
調
理
員（
臨
時
職
員
）

業
務
内
容　

調
理
、食
器
な
ど
の
洗
浄

お
よ
び
調
理
室
の
清
掃
な
ど（
資
格
不

問
）

勤
務
時
間　

午
前
７
時
30
分
〜
午
後

４
時
15
分（
午
前
ま
た
は
午
後
の
み
の

勤
務
も
可
）

勤
務
先　

夕
張
市
立
夕
張
中
学
校
内

（
夕
張
市
南
清
水
沢
３
丁
目
）

賃　

金　

日
給
6
、2
8
0
円（
午
前

◆
学
童
ク
ラ
ブ
指
導
員（
嘱
託
職
員
）

応
募
資
格　

市
内
居
住
者
で
、健
康
で

子
供
が
好
き
な
方

勤
務
先　

夕
張
市
学
童
ク
ラ
ブ（
ゆ
う

ば
り
小
学
校
内
・
夕
張
老
人
福
祉
会

館
内
）

報　

酬　

月
額
1
4
2
、5
0
0
円

（
社
会
保
険
加
入
）

募
集
人
数　

若
干
名

申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要

働
者
の
申
込
み
に
よ
り
、期
間
の
定
め

の
な
い
労
働
契
約
に
転
換
で
き
る
ル
ー

ル
で
す
。

問
合
せ
先　

北
海
道
労
働
局
雇
用
環

境・均
等
部
指
導
課

☎
0
1
1
―
7
0
9
―
2
7
1
5

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
生
活
保
護
係

☎
52
―
3
1
7
7

ま
た
は
午
後
の
み
の
場
合
は
時
給
８
１

１
円
）

休　

日　

土
日
祝
日
お
よ
び
小・中
学

校
の
長
期
休
業
期
間
中（
た
だ
し
、長

期
休
業
期
間
中
は
４
日
程
度
勤
務

有
）

募
集
人
数　

１
人（
事
前
に
面
接
あ

り
）

申
込
方
法　

市
教
育
係
へ
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

申
込・問
合
せ
先　

市
教
育
係

☎
52
―
3
1
6
6

　

過
重
労
働
や
、違
法
な
賃
金・残
業

代
の
不
払
い・突
然
の
解
雇・派
遣
契
約

の
解
除
な
ど
に
対
す
る
適
切
な
ア
ド
バ

イ
ス
や
情
報
提
供
を
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、労
働
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る

全
国
一斉
の
電
話
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

と　

き　

11
月
26
日　

午
前
10
時
〜

午
後
５
時

専
用
電
話

☎
0
1
2
0
―
6
1
0
―
7
8
7

（
当
日
の
み
の
臨
時
電
話
）

問
合
せ
先

釧
路
青
年
司
法
書
士
協
議
会

☎
0
1
5
6
―
65
―
2
1
9
8

事
項
を
記
入
し
、資
格
な
ど
を
確
認
で

き
る
も
の
を
添
え
て
、申
込
先
に
持
参

ま
た
は
郵
送
。

申
込
・
問
合
せ
先　

市
子
ど
も・子
育

て
支
援
係　
　
　

 

☎
52
―
3
1
6
8
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年
金「
振
替
加
算
」の

　
　

支
給
漏
れ
に
つ
い
て

市
役
所
電
話
番
号
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

ア
ニ
メ
上
映
イ
ベ
ン
ト

脳
が
よ
ろ
こ
ぶ

　
　

笑
顔
が
う
ま
れ
る
！

　

 

文
ス
ポ
楽
々
運
動
教
室

市
民
還
元 

リ
フ
ト・ゴ
ン
ド
ラ

　
　
　

  

１
日
券
前
売
り
販
売

千代田

小
西
　
隼
ち
ゃ
ん

平
成
24
年
11
月
29
日
生
ま
れ

は
や
と

　

９
月
13
日
に
発
覚
し
た
年
金「
振
替

加
算
」の
支
給
漏
れ
事
案
に
つ
い
て
、新

聞
な
ど
の
報
道
の
と
お
り
日
本
年
金

機
構
に
お
い
て
未
払
い
対
象
者
へ
の
11

月
随
時
支
払
い
に
向
け
て
検
討
中
で

す
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、問
い
合
わ
せ

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
を
設
置
し
電
話
照
会

を
受
付
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

振
替
加
算
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
☎
0
5
7
0
―
0
3
0
―
2
6
1

平
日　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

販
売
期
限　

12
月
１
日

利
用
期
間　

12
月
２
日
〜
平
成
30
年

４
月
８
日

販
売
場
所　

ホ
テ
ル
マ
ウ
ン
ト
レ
ー
ス

イ
１
階
フ
ロ
ン
ト
カ
ウ
ン
タ
ー

割
引
価
格　

大
人
3
、5
0
0
円
、シ

ニ
ア（
60
歳
以
上
）2
、5
0
0
円
、中

高
生
2
、5
0
0
円

小
学
生
１
、5
0
0
円

と　

き　

11
月
１
日
、15
日

午
前
10
時
〜
11
時
30
分（
９
時
45
分

集
合
）

と
こ
ろ　

ゆ
う
ば
り
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー

内　

容　

ス
ト
レ
ッ
チ
と
筋
ト
レ
な
ど

に
よ
り
脳
と
身
体
を
同
時
に
使
う
こ

と
で
、認
知
症
な
ど
の
予
防
と
改
善
を

図
り
ま
す
。ボ
ー
ル
や
イ
ス
を
使
っ
た

運
動
も
行
い
ま
す
。※
開
始
前
に
血
圧

を
測
り
ま
す
。

持
ち
物　

飲
み
物
、タ
オ
ル
、運
動
靴

※
用
具
を
準
備
す
る
の
で
、必
ず
事
前

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
･
問
合
せ
先　

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

加
藤

☎
56
―
6
0
4
6

（
夕
張
市
体
育
協
会
内
）

　
「
チ
ェ
ブ
ラ
ー
シ
カ
」「
ち
え
り
と
チ
ェ

リ
ー
」の
ア
ニ
メ
上
映
を
は
じ
め
、作
品

の
資
料
展
示
、グ
ッ
ズ
販
売
を
行
い
ま

す
。カ
フ
ェ
で
は
、特
別
メ
ニュ
ー
を
提
供

し
ま
す
。

と　

き　

11
月
１
日
〜
30
日

鑑
賞
料　

中
学
生
以
上
5
0
0
円
、

小
学
生
3
0
0
円
、未
就
学
児
は
無

料
。

※
夕
張
市
民
は
証
明
書
の
提
示
で
50

円
引
き
に
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ　

ホ
テ
ル
マ
ウ
ン
ト
レ
ー
ス
イ
２

階
特
設
会
場

人　口 8,470人(－38人)
　男 3,915人(－20人)
　女 4,555人(－18人)

世帯数 4,956世帯(－22世帯)
（　）は前月比

※住民基本台帳法の改正に伴い、
　外国人住民が含まれています。

次
号
、広
報
ゆ
う
ば
り
12
月
号
は
、

12
月
１
日
に
配
布
し
ま
す
。

土
･
日
曜
日　

午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分

岩
見
沢
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

☎
0
1
2
3
―
38
―
8
0
0
1

※
夕
張
市
民
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で

き
る
も
の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

※
お
一
人
様
、一つ
の
区
分（
大
人
〜
小

学
生
）に
つ
き
５
枚
ま
で
の
販
売
。

問
合
せ
先　

マ
ウ
ン
ト
レ
ー
ス
イ
ス
キ

ー
場　
　
　
　
　

 

☎
52
―
5
1
5
1

　

市
財
政
課
管
財
係
に
直
通
ダ
イ
ヤ

ル
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

市
管
財
係　
　
　

 

☎
52
―
3
1
6
2

問
合
せ
先　

ホ
テ
ル
マ
ウ
ン
ト
レ
ー
ス

イ　
　
　
　
　

 　
☎
52
―
3
4
5
6

平成29年10月１日　現在
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市長とのふれあいトーク市長とのふれあいトーク
（市政懇談会）

行政に対する期待や意見・提言を広く市民の皆

さんから聞くことで、今後の市政運営の参考とす

ることを目的に、市長とのふれあいトーク（市政懇

談会）を開催します。

事前の申し込みは不要です。当日、会場までお

越しください。

11月22日（水） 市民研修センター
11月24日（金） はまなす会館
11月27日（月） 紅葉山会館
※いずれも午後６時からの開催です。

問合せ先　市企画係　☎52－3141

とき・ところ


